
心不全の4つのステージ

心不全は突然発症するものではなく、リスクのある段階から徐々に進行します。自分のステージを知り、適切な対策をとることが大切です。

心不全の治療

A

B

C

D

心不全リスク
心臓の病気はないが、高血圧や糖尿病などの危険

因子がある状態。

対策：生活習慣改善、基礎疾患の治療

前心不全
心不全の症状はないが、心臓の肥大や動きの低下

などが見られる状態。

対策：薬物治療の開始、進行予防

心不全（症状あり）
息切れやむくみなどの心不全症状が出現した状態

（過去に症状があった場合も含む）。

対策：症状の管理、再入院予防、リハビリ

治療抵抗性心不全
適切な治療を行っても、安静時に症状があり、入

退院を繰り返す段階。

対策：高度な専門治療、緩和ケア
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ステージC, D：うまく付き合う！ 症状管理と生活の工夫
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